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2010年12月2日／No.39学生の活動 

■ 天神橋筋商店街に２.２ｍ×１.５ｍの大型絵馬 ■ 

関西大学社会学部の学生らが大型絵馬をお披露目 

日 時 ： １２月６日（月）午前１１時から   場 所 ： 天神橋３丁目商店街（大阪市北区） 

 
関西大学と天神橋筋商店連合会（天神橋１・２・３丁目商店街）は、社会学部の大西正曹（おおにし・ま

さとも）教授のゼミ学生が制作した横２.２ｍ × 縦１.５ｍの大型絵馬を、１２月６日（月）、天神橋３丁
目商店街「天三おかげ館」前で設置・お披露目します。 
 
この絵馬は、天神橋筋商店街と大阪天満宮のさらなる発展を祈念して、プラスチック板に壁紙を貼った素

材の両面に来年の干支である「兎」の図柄を描いたもので、大西教授のゼミ学生約２０人が、型取り・デザ

インから仕上げまで１ヵ月がかりで制作しました。 
また、同企画３年目を迎える本年は、大西教授の仲介による泉州地域の繊維会社とのコラボ企画として、

学生が原画を描き、繊維会社が染色・制作した布製の大型絵馬と刺繍入りの巨大タペストリーも同時にお披

露目します。大型絵馬は３月頃まで、巨大タペストリーは1年間、天神橋筋商店街に掲げられます。 
 
関西大学と天神橋筋商店連合会は、平成１９年１１月、商店街とゆかりの深い大阪天満宮や天満天神繁昌

亭など地域の文化拠点とも連携し、地域全体の活性化をめざす協定を締結しており、本年７月には、本学の

地域研究・社会連携拠点として同商店街内に関西大学リサーチアトリエ「楽歳天三・天満天神楽市楽座」を

開設しました。 
大西教授のゼミ学生は、交流の担い手として、天神橋筋商店街に観光や買い物に訪れる人々に、名所や目

当ての店をはじめ、街の歴史まで幅広く案内する「町街人（まちがいど）」などとして活動しています。 
 
大西教授は、「『二兎追うものは一兎をも得ず』といいます。今年は景気回復に専念する年です。学生たち

と商店街、繊維会社の皆さんの想いが、大阪天満宮を通じて天に届けばと期待しています」と話しています。 
 

記 

１ 日 時 ： １２月６日（月）午前１１時 お披露目・設置 
        （お披露目に先立ち、午前１０時、絵馬制作関係者が大阪天満宮を参拝します。） 
２ 場 所 ： 天神橋３丁目商店街「天三おかげ館」（住所：大阪市北区天神橋３丁目５－１５） 

以 上  
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